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第１８回 鋼構造と橋に関するシンポジウム 

 

序  文 

 

 土木学会鋼構造委員会では、委員会活動の紹介、活動成果の会員および委員への還元と最新情報の

発信、さらに研究者・技術者の交流を目的として、1998 年より「鋼構造と橋に関するシンポジウム」

を企画し、その講演内容を論文報告集として発刊しています。 

 第１８回シンポジウムのテーマは『鋼橋の長寿命化への技術展開～モニタリングと防食技術～』で

す。鋼橋の長寿命化についてインフラ管理の高度化や効率化に着目し、モニタリングならびに防食技

術を選びました。モニタリングならび防食技術に関する研究は多々実施されておりますが、十分効率

的に運用されていないと考え，今回のシンポジウムでは、二つの技術に関する研究の現状やこれから

の方向性などについて事例を交えて紹介します。これらの内容は、性能照査型維持管理を実施してい

くうえで、鋼構造技術者のみならず橋梁管理者にとっても有用なものと考えています。 

 当委員会は、土木分野の鋼構造を対象として、その学術および技術の発展のために、材料を含め、

構造部材や構造システムの設計、製作、施工、維持管理にわたる調査研究活動を行っています。また、

鋼構造を基礎とした合成構造の技術的発展を念頭においた調査研究活動も行っています。これらの委

員会活動の成果は、出版委員会を通して、「鋼構造シリーズ」や「鋼・合成構造標準示方書」として公

表しています。また、シンポジウムや講習会を開催して、各小委員会の活動成果を土木学会会員の皆

様へ還元するとともに、これらの成果を利用した継続教育にも積極的に取り組んでいます。 

 これまでのシンポジムのテーマは以下の通りです。 

   第１回  『鋼橋の経済性と長寿命化を目指して』 

   第２回  『鋼橋の最新技術動向』 

   第３回  『環境に配慮した鋼構造物』 

   第４回  『合理化橋梁の最近の動向』 

第５回  『鋼構造の技術基準類改定の動向』 

第６回  『鋼構造と橋の耐久性』 

第７回  『鋼・合成構造における技術開発』 

第８回  『海外における鋼構造と橋、実例と動向について』 

第９回  『歴史的鋼構造物の保存と活用』 

第１０回 『鋼床版の損傷事例とその対策』 

第１１回 『鋼橋の予防保全への挑戦』 

第１２回 『鋼橋の大規模改造、補強および補修』 

第１３回 『鋼橋の新しい設計と施工』 

第１４回 『鋼構造分野における民間活力の活用』 

第１５回 『橋梁設計における最新 FEM 解析技術の適用と課題』 

第１６回 『鋼橋の性能検証技術と今後の展開』 

第１７回 『鋼橋のリダンダンシーに関する考え方～評価技術と今後の展開～』 

いずれのシンポジウムにおいても、鋼構造と橋に関わる興味深いトピックスを、それぞれの分野にお

ける有識者に発表いただく形式で行いました。このような企画が鋼構造ならびに橋梁構造のさらなる

発展に資することを願っています。 

 おわりに、本シンポジウムの開催に協賛いただいた、日本鉄鋼連盟、日本橋梁建設協会、鋼橋技術

研究会の関係各位に心からのお礼を申し上げます。 
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